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本日の目標本日の目標

伝説のルーツを解明！

犯人犯人 動機動機



毛利家には、この三本の矢の伝説のもととなった

古文書が存在しています。
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三矢伝説の犯人は？

この１４ヶ条教訓状の存在が世に広まって
三本の矢の伝説になった。

秘蔵の文書を

広めたのは誰？
秘蔵の文書を・・・



『老翁物語』という本に引用されて広まっている。

情報源について 作者＝小田木工允の説明情報源について、作者＝小田木工允の説明

毛利輝元公が家臣を集めて

祖父元就の自筆教訓状を読み聞かせたのを祖父元就の自筆教訓状を読み聞かせたのを

そばにいて、書き留めた。
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隆
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川早
川

輝輝
元元



動機は？

輝元は、たくさんある祖父元就の文書のなかから、
なぜ、この１４ヶ条教訓状を選んだのか？なぜ、この１４ヶ条教訓状を選んだのか？

輝元の身辺を探ってみた・・・輝元の身辺を探ってみた・・・



輝元がこの祖父の教訓状を持ち出すのは、輝元が の祖父の教訓状を持ち出すのは、

ある特定の時期に集中している。

関ヶ原合戦で負けた直後関ヶ原合戦で負けた直後



動かず 敗北を迎 る毛利軍、動かずして敗北を迎える

図：『再現日本史』織豊10 講談社 より



毛利家断絶の危機！毛利家断絶の危機！

敵の家康と交渉して毛利家の存続を敵の家康と交渉して毛利家の存続を
確保した救世主があらわれた。
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広家の嘆願
当主輝元様は家康様への叛意などござらぬ。

広家の嘆願
何とか今まで通りの領地を認めていただきたい。

家康の返答
輝元の反逆は明白じゃ。律儀な広家に

毛利の領地のうち１－２ヶ国を与えようぞ。領 う 国 うぞ。

広家の驚愕
そ、そ、それでは私の立場がござらぬ。

広家の驚愕
何とか本家を立ててくだされ。

どうか、毛利の名字だけでも残るように。

では、毛利に長門と周防の２ヶ国の統治

のみ許そう あとの6 国は没収じ家康の決定
のみ許そう。あとの6ヶ国は没収じゃ。家康の決定



広家の嘆願
当主輝元様は家康様への叛意などござらぬ。

タヌキオヤジ家康の陰謀

広家の嘆願
何とか今まで通りの領地を認めていただきたい。

この時点ですでに広家の辞退を予想していただろう。

家康の返答
輝元の反逆は明白じゃ。律儀な広家に

毛利の領地のうち１－２ヶ国を与えようぞ。領 う 国 うぞ。

広家の驚愕
そ、そ、それでは私の立場がござらぬ。

広家の驚愕
何とか本家を立ててくだされ。

どうか、毛利の名字だけでも残るように。

では、毛利に長門と周防の２ヶ国の統治

のみ許そう あとの6 国は没収じ家康の決定
のみ許そう。あとの6ヶ国は没収じゃ。家康の決定

ならばなぜ、広家に与える、という提案をしたのか？
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元戦いの最中に裏切って

就
戦いの最中に裏切って
家康側に付くことで
東軍を勝利に導いた。

吉

東軍を勝利に導いた。
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元
ここにくさびを

タヌキオヤジ家康の陰謀
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元広家が辞退したおかげで毛利本家が存続

就

吉

分家＝吉川家
の立場強くなる
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天下分け目の戦に負けて領地を4分の1に減らされた上に天下分け目の戦に負けて領地を4分の1に減らされた上に
家中の団結を揺さぶる狡猾な家康（59歳）の策謀が・・・

輝元（48歳）はどうしたか？



輝元がこの祖父の教訓状を持ち出すのは、輝元が の祖父の教訓状を持ち出すのは、

ある特定の時期に集中している。

関ヶ原合戦で負けた直後関ヶ原合戦で負けた直後



祖父の古文書に託した輝元のせつない願い・・・

毛利は団結が命！ おじいさまの遺訓を守って、この危機を乗り切ろう。



本日の目標本日の目標

伝説のルーツを解明！

犯人犯人 動機動機動機動機



犯人犯人犯人犯人

毛利元就の孫 毛利輝元が毛利元就の孫、毛利輝元が

動機動機

関ヶ原敗北後の家康の揺さぶりに対抗関ヶ原敗北後の家康の揺さぶりに対抗

するために、祖父の教訓状を持ち出し

家中をまとめ うと たて、家中をまとめようとした。



さらに驚愕の真実が・・・さらに驚愕の真実が・・・
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あれ？ ９ヶ条しかない・・・



元就→３子 教訓状

14 13 12 11 10 ９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

元就→３子 教訓状

14 13 12 11 10 ９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

３子→元就 請書
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３子→元就 請書
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兄＞弟兄＞弟 と規定した条文が、と規定した条文が、

ことごとく拒絶されている！ことごとく拒絶されている！ことごとく拒絶されている！ことごとく拒絶されている！



元元
就就

隆元隆
吉
川

小
早 隆

元
元
春

隆
景

川早
川

元春景



元
親＝元就の願い

元
就

長男隆元の優位を

かり固め お やりた 就しっかり固めておいてやりたい。

隆元隆
吉
川

小
早 隆

元
元
春

隆
景

川早
川

元春景



元
親＝元就の願い

元
就

長男隆元の優位を

かり固め お やりた 就しっかり固めておいてやりたい。

隆元隆
吉
川

小
早 隆

元
元
春

隆
景

川早
川

元春景

子＝元春・隆景の言い分

優位は認めな 自分 家もだ じ兄の優位は認めない。自分の家もだいじ。



元就→３子 教訓状

14 13 12 11 10 ９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

元就→３子 教訓状

14 13 12 11 10 ９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

３子→元就 請書

請書の分析から判明したのは・・・請書 分析 ら判明



大ウソだ！



ま と め



本日の目標本日の目標

伝説のルーツを解明！

犯人犯人 動機動機動機動機



犯人犯人犯人犯人

毛利元就の孫 毛利輝元が毛利元就の孫、毛利輝元が

動機動機

関ヶ原敗北後の家康の揺さぶりに対抗関ヶ原敗北後の家康の揺さぶりに対抗

するために、祖父の教訓状を持ち出し

家中をまとめ うと たて、家中をまとめようとした。



元就→３子 教訓状

14 13 12 11 10 ９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

元就→３子 教訓状

14 13 12 11 10 ９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

３子→元就 請書

請書の分析から判明したのは・・・請書 分析 ら判明



元
親＝元就の願い

元
就

長男隆元の優位を

かり固め お やりた 就しっかり固めておいてやりたい。

隆元隆
吉
川

小
早 隆

元
元
春

隆
景

川早
川

元春景

子＝元春・隆景の言い分

優位は認めな 自分 家もだ じ兄の優位は認めない。自分の家もだいじ。



伝説の飾りをはがしてゆくと

血の噴き出るようなドラマが・・・



出題題

の衆への衆へ

わしの気持ちをわし 気持ちを

代弁してくれんかのう



二択じゃ

□ 1557年11月25日

十四箇条の教訓状執筆時点

□ 1600年9月15日

関ヶ原合戦直後 （幽霊として）

□ まさか 徳川家康□ まさかの徳川家康



出題題

の衆への衆へ

子や孫らの気持ちが子や孫ら 気持ちが

知りたいのう



1557年11月25日 四択じゃ1557年11月25日

□ 長男 隆元長男 隆元

□ 次男 元春

□ 三男 隆景

1600年9月15日

□ 孫 輝元


